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北海道経済部観光局

北海道の国際観光の状況

及び IRを巡る動き





■ 北海道の国際観光の特徴

（出典）北海道経済部観光局「北海道インバウンド加速化プロジェクト」（2017年2月）

 来道外国人観光客数は過去最高を更新

 ゴールデンルート（東京～大阪・京都）に次ぐ人気の
観光地（訪日外国人の都道府県別延べ宿泊者数による）

 旅行形態が個人旅行へシフト

 外国人観光客の9割近くがアジア圏

 季節的な偏在（月別の宿泊客延べ数で3倍程度の較差）

 地域的な偏在（圏域別宿泊延べ数では道央圏が70％超え）

※ H28年度 5,466万人（前年度比△0.2％）内、外国人230万人（前年度比＋10.6％ 日本全体の北海道シェア9.3％）

※ H28年 655万泊（全国3位） （参考：東京都 1,806万泊（1位） 大阪府 1,001万泊（2位） 京都府 460万泊（4位））

※個別旅行シンガポール 89％、韓国 88％、香港 89％、アメリカ 90％

※ H28年度中国24％、台湾23％、韓国18％、香港7％、タイ7％、マレーシア6％

※ H28年度全体８月/１１月＝３．２倍 外国人２月/４月＝２．５倍

※ H28年度道央圏が全道の７３％



■ 北海道インバウンドの加速化に向けた取組

「より高い目標」《2020年度 500万人》達成に向けた取組
（「北海道インバウンド加速化プロジェクト」施策の方向性）

１ 質の高い観光地づくり（国際的競争力の追求）

●地域における推進体制づくり … ＤＭＯの形成促進

●滞在交流型観光地づくり

…広域観光周遊ルートの整備

●観光人材の確保・育成…ガイド育成 など

２ 旅行者の快適性・満足度の向上

●目的地へのアクセス利便性の向上

…国際航空路線､道内交通ﾈｯﾄﾜｰｸの充実

●宿泊施設の充実

…投資促進による施設の質の向上 など

３ 戦略的な宣伝・誘致活動

●アジア市場に加え､欧米市場からの誘客

…誘致対象に応じたプロモーション(マーケティング分析)

●ＭＩＣＥ、クルーズ船の誘致 など

４ 規制緩和の検討

〈今後検討すべきテーマ（例）〉

●宿泊施設や観光従事者の充実に向けた仕掛けづくり

●長期滞在（ロングステイ）に向けた対応 など

５ 道民の意識改革…オール北海道で、積極的な参画

●「観光で稼ぐ」意識の醸成…労働生産性の向上 など



■ IRを巡るこれまでの経緯

時期 国の主な動き 道内の主な動き

２０１０年
・超党派議連「国際観光産業

振興議員連盟(ＩＲ議連)」
設立

２０１３年 ・ＩＲ推進法案 国会に上程

・７月 釧路市 IR誘致意思表明
・９月 小樽市 IR誘致意思表明

→ 2015年取り下げ
・10月 苫小牧市 IR誘致意思表明

２０１４年
・衆議院解散により

ＩＲ推進法案廃案
・９月 留寿都村 IR誘致意思表明

２０１５年
・３月 北海道

「IR調査検討報告書」作成

２０１６年１２月 ・ＩＲ推進法 可決・成立

２０１７年 ３月
・ＩＲ推進本部設置
（本部長：安倍首相）

２０１７年 ７月
・ＩＲ推進会議

「取りまとめ」決定



■北海道でＩＲ誘致を表明している地域の概況

・人口１７万６千人
・アクセス～釧路空港から車で４５分
新千歳空港から航空機と車で９０分、車で4時間。

・特別天然記念物マリモが生育する阿寒湖をはじめ知床など
世界価値ある自然環境を有するエリア。

・ＩＲコンセプト～自然と文化の共生を通じた北海道を代表する
質の高い滞在型観光エコ・リゾートの形成など。

エコリゾート型

拠点空港隣接型

・人口１７万３千人
・アクセス～新千歳空港から車で２０分、
札幌から車で６０分。

・新千歳空港や国際拠点港湾に指定されている港湾と
近接し、周辺に国立公園、大規模馬産地など雄大な
大地が広がる。

・ＩＲコンセプト～ 新千歳空港のアクセス性に最も優れ
た広大で豊かな自然の中、国 内外観光客が四季を
通じて楽しめ、リラックスできる空間の提供。
広域観光や地域産業との連携拠点の形成など。

釧路市

苫小牧市

留寿都村

高原リゾート型

・周辺人口 ３万４千人
・アクセス～新千歳空港から車で

６０分
札幌から車で９０分

・北海道を代表するスキー場を含む
「ルスツリゾート」を擁する自然に
囲まれた田園地域

・洞爺湖、ニセコと一体となった
観光地を形成

・ＩＲコンセプト～ 自然環境豊かな
森林に囲まれた北海道らしい
「森の中のＩＲ」、豊かな農産物

を活かしたアグリカルチャーリゾート、
ニセコスキー場との連携など


